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　心臓ペースメーカー，植込み型除細動
器（以下，ICD），両心室ペースメーカー，
除細動機能付き両心室ペースメーカー
（以下，CRT-D），植込み型ループレコー
ダーは，心臓植込み型デバイスと総称さ
れる。従来，これらを植え込まれた患者は，
対面診療によって定期的に機器点検が行
われてきた。心臓植込み型デバイスの遠
隔モニタリングシステムは，自宅に設置さ
れたトランスミッタが心臓植込み型デバイ
スデータを受信し，これをメーカーのサー
バに送信し，医療者がその結果をWeb上
で閲覧する「遠隔診療」の一つである。こ
れにより患者負担の軽減や機器管理の面
で有用性が得られるため，心臓植込み型
デバイス管理において導入が推奨されてい
る。本稿では，心臓植込み型デバイスの
遠隔モニタリングシステムの有用性と今後
の展望について概説する。

遠隔モニタリングシステム
のこれまで

　心臓植込み型デバイスの遠隔モニ
タリングシステムは，1 9 9 0 年 代に
Max Schaldach 教授によって考案さ
れ，2000 年に BIOTRONIK 社より

「HomeMonitoring」として海外にて運
用が開始された。本邦では，2008年に薬
事承認の後，2010年4月より保険償還が
開始となった。2016年4月から診療報酬
に「遠隔モニタリング加算」が新設され，
2018年度の診療報酬改定で月60点から
320点とおよそ5倍に増点された。また，
2015年米国不整脈学会（以下，HRS）
のコンセンサスレポート1）を参考に，現
在本邦の「不整脈非薬物治療ガイドライ
ン（2018年改訂版）」でもクラスⅠで推奨
されており2），デバイス患者の標準的な管
理手法としてその導入が勧められている。
さらに，2020 年度の診療報酬改定で，
ICDまたはCRT-Dの遠隔モニタリングの
診療報酬点数が増点（320点→480点）
された。加えて，昨今の新型コロナウイ
ルス感染拡大により，HRSでは「直接対
面することなく，デバイスチェックができ
る遠隔モニタリングは最も強力な感染防
御策である」と提唱されており，本邦で
も日本臨床工学技士会，日本不整脈心
電学会，日本不整脈デバイス工業会が，
合同で遠隔モニタリングの積極的な活用
を推奨しており，遠隔モニタリングシス
テムを用いたデバイス診療の重要性がよ
りいっそう認識されてきている。

遠隔モニタリングシステム
の概要

　遠隔モニタリングシステムでは，自宅
に設置されたトランスミッタが心臓植込
み型デバイスデータを受信し，携帯電話
回線を通じて各社のサーバにデバイス
データを送信することで，デバイスデー
タが蓄積される。専用サーバに蓄積され
た情報は，医療者がインターネットへア
クセスすればWebサイトよりいつでも閲
覧することができる（図1）。最近では，
携帯できる送信機や自身のスマートフォ
ンに専用アプリケーションをダウンロー
ドし，送信機として利用できるものがあ
り，外出先にも持ち運ぶことができる。
　送信されるデバイス情報は，バッテリー
やキャパシタ情報，ペーシング設定，電
極リード情報（心内波高値，出力閾値，
出力インピーダンス），不整脈イベント

（ショック / 抗頻拍ペーシング作動歴，
モードスイッチ回数），生体情報（胸郭
内インピーダンスやアクティビティ）など
多岐にわたり，従来の対面診療で得られ
ていたものと同等である。送信方法には，
スケジュール（定期）送信とアラート送
信の2種類があり，前者は施設で予定を
組んだ日（例えば月に1回）にデータを送
信，後者は施設で設定したアラート（デー
タ異常や不整脈治療イベントなど）を認
めた際にデータを送信する。
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